
      グリーンシャーク

       ＧＳ９０Ｇ

 取 扱 説 明 書  

謹告   本機を取扱う場合は、事前に本取扱説明書を全部読んで十分理解をして機械の運

転操作の練習を行い、運転操作に習熟した上で正しく作業を行って下さい。各種危険

についても、本取扱説明書の注意事項を充分理解してから運転・調整または保守を行

って下さい。守られなかった場合は、死亡または重傷事故を起こす恐れがあります。  

        読み終わった後は必ず大切に保管し、分からないことがあったときは、取り出して再

読して下さい。なお、エンジンにつきましては、同封の各々の取扱説明書をご熟読下さ

い。もし、説明書が損傷や紛失により読めなくなった場合、販売店により新しい取扱説

明書を購入し、常に参照できるように保管して下さい。 
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１． 積み降ろしのしかた
(1)

(2)

(3) 基準に合ったブリッジを使用して下さい。

２． ブリッジ基準
(1)

(2)

周囲に危険物のない、平坦な場所を選
び、本機からは降りて操作して下さい。

トラックは動き出さないようにエンジン
を止め、ギヤをバックに入れ、サイドブ
レーキを引き、さらに「車止め」をして
下さい。

運搬に使用する自動車は、荷台に天井のないト
ラックを使用して下さい。

警 告 2
トラックへの積み降ろしは、平坦で安定した場所を
選んで下さい。思わぬ事故やケガをまねく恐れがあ
ります。

警 告 1

警 告 4

トラックへの積み降ろしの際、ブリッジ上での方向転
換、変速はしないで下さい。

ブリッジのフックはトラックの荷台に段差のないよう
又、外れないように確実に掛けて下さい。

原則として、積み込む場合は後進で「Ｒ」位置、降
ろす場合は前進「前１」位置で行って下さい。さらに
スロットルレバーは「低」位置にし、ゆっくりと行って
下さい。

トラックへの積み降ろし

トラックに積んで移動するときは、走行クラッチレ
バーは「下」位置にし、十分に強度のあるロープで
確実に固定して荷台の上で動かないよう「車止め」
を掛けて下さい。機械の転落や、本機の運転席へ
の突っ込みによる重大な事故やケガをまねく恐れ
があります。

本機がブリッジとトラックの荷台との境を越えるとき
には、急に重心の位置が変わりますので、十分に
注意して下さい。転倒・転落による事故やケガをま
ねく恐れがあります。

幅は、本機のクローラ幅にあったものを
使用して下さい。

強度は、本機重量および作業者の体重の
総和に十分耐え得るものを使用して下さ
い。

長さは、トラック荷台までの高さの３．
５倍以上あるものを使用して下さい。

表面は、スリップしないように表面処理
が施されたものを使用して下さい。

警 告 5

左右のクローラがブリッジの中央に位置
するようにセットしてから積み降ろしを
行って下さい。

ブリッジは、強度・幅・長さ・すべり止
め・フックのあるものを使用して下さ
い。

警 告 6

警 告 7

警 告 3

警 告 8

本機のクローラがブリッジの中央に位置するように
して作業を行って下さい。

！ 危 険

トラックなどへの積み降ろしは危険で
す。後進でゆっくり積み、前進でゆっ
くり降ろし転落しないように十分注意
して下さい。
トラックは平坦な場所に停止し、駐車
ブレーキと車止めをして下さい。
ブリッジは表示積載荷重５００ｋｇ以上
の表示のものを18°以内にセットし
て下さい。

1

- 14 -









上手に運転するには（２）

１． ４．

２．
５．

３．

４． ６．

７．

１．

２．

３．

チッパナイフの研磨の際はグラインダーでの
研磨は行わないでください。
ナイフ研磨については、２枚同時に専門の業
者に依頼してください。
ナイフのバランスが悪くなると異常振動や機
械の破損の原因になります。

六角レンチにて六角穴付皿ボルト（４
本）を固定し、裏側にあるナットを緩め
六角穴付皿ボルト（４本）を外して下さ
い。

チッパナイフの反転・交換 

チッパナイフを反転、または交換後は、
六角穴付皿ボルト（４本）を２枚ともに
しっかりと締め付けて下さい。

チッパナイフの反転、または交換後は、
ナイフの調整（P.20）の要領で、必ず受
刃の調整を行って下さい。

チッパナイフの反転、または交換後は、
ロータカバーを元に戻し、固定ナットを
しっかりと締め付けて下さい。

注 意

チッパナイフを扱う際は、必ず保護手袋を着
用し、けがのないよう十分注意を払って下さ
い。

取外したカバー類は元どおりに装着して下さ
い。

点検・整備をする時は、ロータクラッチを「切」
位置、走行クラッチレバーを「下」位置、シフト
レバーを「Ｎ」位置にして、エンジンを停止し
てから行って下さい。

点検は、回転部が完全に止まってから行って
下さい。

ロータクラッチレバーを「切」位置にし
て、ロータを回し付属の工具が挿せる位
置にして下さい。

重 要

付属の工具を差し、ロータが回らないよ
うにして下さい。

チッパナイフの取付け、受刃の調整が終わりま
したら、必ずロータを手で回転させ、チッパナ
イフと受刃が当らないことを確認して下さい。

ロータカバーの固定ナットを緩めロータ
カバ―を開けて下さい。

チッパナイフが切れなくなると、エンジンに負
荷がかかります。
チップが詰まりやすくなったり、騒音や振動が
激しくなり、機械各部やベルトにも無理がかか
り、寿命が著しく短くなります。
定期的にロータカバーを開け、チッパナイフに
歯こぼれ，ひび等の異常がないか点検してくだ
さい。

注 意 1

チッパナイフの研磨のご用命は、販売店へお
問い合わせください。

注 意 2
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消耗部品一覧表

交換目安時間
備　　　　　　考

チッパーナイフ １１１０６２２００００ 2 片面２５時間

受　　　　　刃 １１１０６３２００００ 1 片面７５時間

ロータベルト Ａ８１３Ｖ０２０７１０ 1 不具合があれば交換

走行ベルト Ａ８１０Ａ０１００５５ 1 不具合があれば交換

エンジンベルト Ａ８１ＳＡ０１００４９ 1 不具合があれば交換

電磁クラッチベルト Ａ８１ＳＢ０１００３４ 1 不具合があれば交換

ロータ軸ベアリング Ａ７０２０２０５０００ 2 ５００時間

Ｆローラ軸ベアリング Ａ７０５５２０４０００ 2 １０００時間

第一軸ベアリング Ａ７０５５２０５０００ 2 １０００時間

第二軸ベアリング Ａ７０５５２０４０００ 2 １０００時間

Ｆローラチェーン Ａ８３５００００４４０ 1 不具合があれば交換

第二軸チェーン Ａ８３４００００６８０ 1 不具合があれば交換

クリーナエレメント ２７９－３２６０７－１７ 1 ２００時間

燃料ホース ０８５－１０６００－００ 1 １００時間

５００時間

（BR6HS）

ヒューズ　Ａ Ａ９９０５２１２５１０ 1 全体（10A）

ﾊﾞﾙﾌﾞｺﾝﾄﾛｰﾙ

基板（1A）

※オイルは、オイル交換の項をご覧下さい。
※チッパナイフの研磨のご用命は、販売店へお問い合わせください。

1

電　気　関　係

エ　ン　ジ　ン　関　係

品　　　　　　　　　　　　名 品　　　　　　　　番 数／台

作　業　機　関　係

ヒューズ　Ｂ Ａ９９０５２１２５０１ 1

スパークプラグ ０６５-０１４０１－５０
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●ご使用機の型式名と機体番号は？購入年月日は？
型 式 ＧＳ９０Ｇ

機体番号

購入年月日 年    月 　 日

●ご使用状況は……？
（どんな作業のとき等）

販 売 店

担 当 者

Ｔ Ｅ Ｌ （ ）

●トラブルが発生したときの状況を、できるだけ詳しくお教え
下さい。

●ご不明なことやお気付きのことがございましたら、販売店に
ご相談下さい。

ご使用の機械についてわからないことや故障が生じたときは、
下記の点を明確にして、お買い求め先へお問合わせ下さい。

お客様へ
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